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2015 年 12 月から 2016 年 1 月にかけて、
北半球中高緯度の循環偏差場の特徴が大き
く反転し、1 月上旬以降は正の PNA(Pacific 
North America)・EU(Eurasia)パターンがほ
ぼ同時的に現れる特徴的な循環場となった。





















象庁 55 年再解析データ(JRA-55、Kobayashi 
et al. 2015)を用い、平年値は 1981～2010








いては、Wallace and Gutzler (1981)に従っ
て導出した。準定常ロスビー波の伝播の診断


























第 5 図に示す。day-12（同図(b)）をみると、 
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第 1 図 500hPa 高度（上段）と 850hPa 気温（下段） 
(a)2015 年 12 月 16 日～31 日平均、(b)2016 年 1 月 1 日～20 日平均、(c)1 月 21 日～25 日平均。等値線は解析値
（500hPa 高度は 60m 間隔、850hPa 気温は 4℃間隔）、陰影は偏差を示す。 
 
 
第 2 図 2015 年 12 月～2016 年 2 月におけるテレコネ
クション指数の日別時系列 





















PNA パターンから正の EU パターンに至る
時間発展が確認できる。 




































第 3 図 冬季の月別 500hPa 高度から算出したテレコ
ネクションパターン 
(a)は PNA パターン、(b)は EU パターン。等値線は指





第 4 図 月別の PNA 指数と EU 指数の散布図 
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第9図 day-10～0で平均した300hPa高周波擾乱によ
るフィードバック効果と高度場変化率 
陰影は 300hPa高周波擾乱の渦度フラックスの収束発
散に伴う高度変化率(m/day)、等値線は高度の変化率
(m/day)を示す。 
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